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168 　　　　 藍藻類 の 生 死 判別 方法の 開発
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　　娘 的1 藍藻類 の 大
一
量発 生 に よ る被害 を軽 減す るた め に様 々 な殺 藻方法が 検討 さ

れ て い が 、
こ れ らの 技術 評価 に は、生 死 判別 法が 不可欠 で あ る 。 そ こ で本研 究 で

は 、 染色試薬を用 い
、 簡便で確実 な藍藻細 胞 の生 死 判別方 法の 確立 を 目的 とした。

　　【方 法及び結 果 1 （1．）盟   o ｛狎 雄 8 θr 碼伽 05a 　NIES87 ，（2）M ．　viridis 　 NIESIO2 ，

　　　（3）Anabaena 　spiroJ
’
des　　NIES2

，
　63，（4．）A ．6アカ並画 （競 1　 Ml

， （5）OSCi7？a　teria

　　　8瓔 z磁 五 NIES204 株 を用 い た。 培養 細胞 を生 細 胞試料 と し 、
こ れ らの 培養

　　　細胞 を 70℃ で 5 分 間加 熱 し、死 細胞 を 調 製 した 。 Nigrosine，　 Evans 　Blue
，

　　　Acridine　Orange を それ ぞれ 染色試薬 と して 用 い た 場合に は 、 供試藍藻の 生 死

　　　判別 は で きな か っ た 。 これ に対 して FDA ＆PI の 二 重染色 で は （1）（2）（3）（5）の 生死

　　　を判別 で き、Eosln 　Y で は 5 種全 て の 生 死 が 確認 で きた 。 しか し、　 Eosin　Y は

　　　試料 に よ り最適 な試薬濃度 と染色時間が 異な るた め 、 FDA ＆PI の 二 重染色 の 方

　　　が確 実で 簡便 な生苑 判別 方法 と考 え られ た n
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